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◇　保証承諾

◇　保証債務残高

◇　代位弁済

（単位：千円・％）

件数 金額 件数 金額

保証申込 2,168 31,042,018 107.8 101.4 8,229 117,807,613 93.9 69.8

保証承諾 1,881 25,377,074 108.1 108.2 6,886 92,011,234 93.5 74.3

保証債務残高 ━ ━ ━ ━ 113,996 1,263,315,122 94.3 91.2

代位弁済 129 1,283,228 113.2 101.6 466 4,850,603 123.9 118.6

　当月末の代位弁済は、157企業、466件、48億5千万円と、前年同月比で件数123.9%、金
額118.6％と なりました。前年同月末に比べ、件数は90件の増加、金額は7億6千万円の増加
となりました。
　新型コロナウイルス感染症の影響に加え、原材料やエネルギー価格の高止まりにより増加傾
向にあり、引き続き留意していきます。

　当月末の保証状況は、保証申込8,229件、1,178億1千万円と、前年同月比で件数93.9％、
金額69.8％となりました。保証承諾は6,886件、920億1千万円と、前年同月比で件数
93.5％、金額74.3％となりました。
　４月から６月までの推移をみると増加傾向にありますが、７月は減少に転じました。前年同
月比についても減少しています。これは、昨年度、令和４年４月に取扱いを開始したSDGｓ支
援保証制度が伸長していたためだと考えられます。

　当月末の保証債務残高は113,996件、1兆2,633億2千万円と、前年同月比で件数94.3％、
金額91.2％となり、金額は前期末残高より1,027億円の減少となりました。
　令和５年度に入り、４月が86億円、５月が335億円、６月が312億円、7月が293億円、
累計で1,026億円の減少となっており、計画額と比べて383億円下回っています。これは、コ
ロナ関連保証を利用した企業のうち資金繰りに余裕のある企業が順次、金利ゼロの期間の終了
に伴い、繰上返済を開始した影響と考えられます。

当　月　中 当　月　末

件数 金額
前年同月比

件数 金額
前年同月比

信用保証の業務概況

（令和５年７月末）

保証債務残高
1兆2,633億円

前年同月比 91.2％

業務概況►

保証承諾
920億円

前年同月比 74.3％

代位弁済
49億円

前年同月比 118.6％
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金利ゼロの期間の終了に伴い、コロナ関連保証を利用した企業が繰上返済を開始しているため、

減少傾向にあります。

コロナの影響に加え、原材料やエネルギー価格の高止まり等により増加傾向にあります。

昨年度は、令和４年４月から取扱いを開始したSDGs支援保証が伸長していたため、当月末の前年

同月比が減少傾向にあります。


